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日
本
文
章
学
院
と
そ
の
小
説
講
義

山　

本　
　
　

歩

は
じ
め
に

　

明
治
・
大
正
期
の
文
学
愛
好
者
た
ち
は
、
中
心
文
壇
か
ら

大
い
に
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
周
縁
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
中
で
創
作
し
、
ま
た
創
作
の
た
め
に
読
書
す
る
こ
と
で
、

〈
文
学
〉
や
〈
小
説
〉
を
担
っ
て
い
く
。
青
少
年
の
集
う
雑
誌

な
ど
を
出
版
業
界
の
囲
い
込
み
だ
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る

が
、
そ
の
よ
う
な
蠢
動
が
文
学
の
隆
盛
を
下
支
え
し
て
き
た

こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、
明
治
・
大
正
期
に
、

常
時
一
〜
二
万
人
規
模
の
固
定
的
受
容
者
を
獲
得
し
て
い
た

新
潮
社
の
事
業
〈
日
本
文
章
学
院
〉
を
取
り
上
げ
、
そ
の
一

例
と
捉
え
た
い
。

　

今
日
ま
で
文
芸
界
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
新
潮
社
で
あ

る
が
、
そ
の
出
発
期
を
支
え
た
通
信
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

実
態
把
握
が
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
同

社
の
社
史
か
ら
も
詳
細
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
ず
、
資
料
の
散

逸
も
あ
っ
て
、
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
貴
重
な
先

行
研
究
で
あ
る
宮
崎
睦
之
の
二
論
文
が
そ
の
特
徴
と
意
義
①
、

ま
た
同
社
の
中
核
的
文
芸
誌
『
新
潮
』
と
の
関
係
②
を
教
え
て

く
れ
る
。
加
え
て
、
株
式
会
社
新
潮
社
の
資
料
室
で
は
主
要

な
関
係
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら
に
基
づ

き
、「
一
」
に
て
基
礎
的
情
報
の
整
理
を
行
っ
た
上
で
、「
二
」

「
三
」
で
小
説
創
作
を
牽
引
し
た
そ
の
教
育
内
容
の
一
端
を
看

取
す
る
。

一
　

日
本
文
章
学
院
は
明
治
三
十
一
年
に
大
日
本
文
章
学
会
の

名
称
で
出
発
、『
大
日
本
文
章
学
会
講
義
録
』
を
発
刊
し
た
（
講

義
録
の
発
刊
は
明
治
三
十
二
年
一
月
）。
新
声
社
の
佐
藤
義
亮

（
当
時
は
儀
助
）、
彼
の
右
腕
で
あ
る
梅
渓
＝
高
須
芳
次
郎
が
、

講
義
録
の
流
行
か
ら
発
案
し
た
と
さ
れ
る
、
日
本
初
の
文
章

専
門
の
通
信
教
育
機
関
で
あ
る
。

　

村
松
梢
風
は
、
大
日
本
文
章
学
会
が
明
治
三
十
五
年
に
日
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本
文
章
学
院
へ
と
改
称
し
た
こ
と
、
そ
の
際
に
講
義
録
の
内

容
が
書
き
改
め
ら
れ
た
こ
と
、
大
正
八
年
に
廃
刊
し
た
こ
と

を
記
述
し
て
い
る
③
。
梢
風
の
述
べ
る
通
り
、
明
治
三
十
五
年

十
月
に
日
本
文
章
学
院
へ
と
改
称
さ
れ
、
講
義
録
の
名
称
も

『
文
章
講
義
』
と
改
め
ら
れ
る
。

　
『
新
声
』
売
却
・
新
潮
社
立
ち
上
げ
後
は
『
文
章
講
義
録
』

へ
と
改
称
、『
文
章
講
義
録
』
以
降
は
一
貫
し
て
奥
付
に
「
明

治
四
十
一
年
十
一
月
五
日
内
務
省
許
可
」
の
許
可
日
が
見
ら

れ
る
。
つ
ま
り
許
可
手
続
き
の
省
略
で
き
る
雑
誌
扱
い
で
発

行
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
宮
崎
論
で
は
同
時
期
の
広
告
も
参
照

し
、
こ
の
明
治
四
十
一
年
十
一
月
頃
を
『
文
章
講
義
録
』
の

創
刊
と
位
置
付
け
て
い
る
。
な
お
、大
正
四
年
四
月
以
降
は『
最

新
文
章
講
義
録
』
の
名
称
が
使
用
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月
か
ら
大
正
五
年
三
月
ま
で

は
『
新
文
壇
』
と
い
う
副
教
材
・
機
関
誌
を
受
講
生
に
無
料

配
布
し
て
い
た
。
こ
の
『
新
文
壇
』
が
文
章
作
法
、
と
り
わ

け
小
説
作
法
に
ま
つ
わ
る
記
事
を
供
す
る
と
共
に
投
書
雑
誌

の
性
格
を
併
せ
持
ち
、
い
わ
ば
初
学
者
向
け
の
『
新
潮
』
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、大
正
五
年
五
月
創
刊
『
文
章
倶
楽
部
』

の
前
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
文
章
学
院
そ
の
も
の
の
終
焉
に
つ
い
て
、
梢
風
は
「
大

正
八
年
に
廃
刊
」
と
述
べ
、
恐
ら
く
は
そ
れ
を
参
考
に
し
た

高
橋
秀
晴
も「
一
九
一
九
年
ま
で
」と
記
し
て
い
る
④
。
た
だ
し
、

『
新
潮
社
一
〇
〇
年
図
書
総
目
録
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
同
院

が
「
事
実
上
終
了
」
し
た
の
は
大
正
十
二
年
九
月
十
五
日
で

あ
る
⑤
。

　

学
院
の
課
程
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
院
生
に
な
る

と
月
に
二
度
、
講
義
録
が
送
ら
れ
て
く
る
。
講
義
録
に
は
、

論
文
、
小
説
な
ど
の
文
章
作
法
、
文
範
、
修
辞
学
、
古
典
評

釈
な
ど
、
六
〜
八
編
ほ
ど
の
講
義
が
そ
れ
ぞ
れ
分
載
さ
れ
て

い
る
。
付
録
の
添
削
券
と
共
に
自
身
の
文
章
を
送
れ
ば
、
通

信
添
削
が
受
け
ら
れ
る
。
一
年
間
の
受
講
と
実
践
を
重
ね
、

卒
業
試
験
（
作
文
）
に
合
格
す
れ
ば
、
証
書
が
与
え
ら
れ
る
。

卒
業
後
も
「
院
友
」
と
し
て
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、大
正
二
年
に
は「
院
友
」向
け
に『
近
代
文
学
講
義
録
』

が
創
刊
、
文
学
史
や
思
想
史
な
ど
、
よ
り
高
度
な
内
容
が
受

講
で
き
た
。

　

時
代
は
「
方
今
、
文
章
作
法
の
著
書
、
多
き
こ
と
、
実
に
、

汗
牛
充
棟
も
、
唯
な
ら
ざ
る
な
り
」
⑥
と
い
う
、「
文
章
作
法
」

の
乱
立
を
生
み
、
文
章
講
義
録
に
関
し
て
も
後
述
の
類
似
品
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が
登
場
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
日
本
文
章
学
院
は

創
立
十
年
の
時
点
で
卒
業
生
「
四
万
人
」
超
と
な
る
成
功
を

収
め
て
い
く
。

　

日
本
文
章
学
院
の
性
質
・
独
自
性
に
つ
い
て
は
宮
崎
論
文

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
は
特
に
添
削
制
度
と
付
録
雑
誌

『
新
文
壇
』
に
注
目
し
、「
従
来
の
講
義
録
と
も
投
書
雑
誌
と

も
重
な
る
部
分
を
持
ち
合
わ
せ
な
が
ら
、〈
添
削
〉
と
い
う
実

践
的
な
指
導
に
よ
っ
て
講
義
録
、
投
書
雑
誌
双
方
か
ら
独
自

性
を
打
ち
出
し
て
い
た
」
⑦
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
作

法
書
や
文
芸
書
の
販
売
促
進
の
た
め
「
日
本
文
章
学
院
と
い

う
母
体
に
、
あ
ら
か
じ
め
読
者
を
確
保
」
し
て
い
た
と
い
う
、

し
た
た
か
な
戦
略
性
に
も
触
れ
て
い
る
⑧
。

　

実
際
、
講
義
録
や
『
新
文
壇
』
の
広
告
欄
で
は
新
潮
社
の

発
行
物
が
副
読
本
・
参
考
書
と
し
て
次
々
に
紹
介
さ
れ
、
購

買
意
欲
を
刺
激
し
て
い
た
。
い
わ
ば
、
劇
場
型
の
販
売
戦
略

が
と
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
ま
た
、
広
告
に
は
成
績
優
秀
者
へ

の
「
学
費
貸
付
」（
高
等
学
校
へ
の
学
資
を
貸
与
）
や
「
就
職

紹
介
」（「
新
聞
記
者
、雑
誌
記
者
、編
集
所
員
、作
文
教
師
等
」）

も
掲
げ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
喚
起
す
る

よ
う
な
戦
略
が
採
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
広
告

戦
略
が
、
学
資
不
足
の
た
め
に
通
信
教
育
を
選
ば
ざ
る
を
得

な
い
、
ま
た
立
身
願
望
を
抱
く
青
年
た
ち
の
傾
向
を
、
リ
サ

ー
チ
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

二
　
『
大
日
本
文
章
学
会
講
義
録
』
か
ら
日
本
文
章
学
院
『
文
章

講
義
』
へ
、
こ
れ
は
単
な
る
改
称
で
は
な
く
、
質
的
変
換
で

あ
っ
た
。
前
者
は
中
嶋
幹
事
「
普
通
文
組
立
法
」
を
除
け
ば
、

多
く
の
講
義
は
―
―
例
え
ば
金
子
元
臣
「
和
歌
評
釈
」
な
ど

―
―
過
去
の
名
文
の
「
評
釈
」
を
主
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

無
論
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
作
文
を
添
削
し
て
い
た
の
だ
が
、

後
者
に
あ
っ
て
は
そ
の
作
文
を
支
援
す
る
「
作
法
」
が
よ
り

重
点
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
の
が
〈
小

説
〉
の
作
法
で
あ
っ
た
。

　
〈
小
説
〉
を
銘
打
つ
文
章
の
指
導
・
添
削
が
大
々
的
に
開
始

さ
れ
る
の
は
、
日
本
文
章
学
院
へ
の
改
称
後
、
明
治
三
十
五

年
十
二
月
十
五
日
初
刊
の
『
文
章
講
義
』
第
五
・
六
合
併
号
「
小

説
作
法
」
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
「
小
説
作
法
」
及
び
「
小

説
家
と
な
る
の
準
備
」
は
当
初
よ
り
学
科
表
に
記
載
さ
れ
、

第
二
号
（
同
年
十
月
二
十
日
）
時
点
で
予
告
さ
れ
て
い
る
。
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曰
く
「
他
に
看
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
と
し
て
、
最
も
嘱
望

せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
」
講
義
、「
斯
道
一
流
の
大
家
に
其
講
義
を

嘱
」
す
も
の
で
、「
来
月
発
行
の
第
三
号
の
い
か
に
異
彩
を
放

つ
可
き
か
は
、生
徒
諸
子
の
想
望
し
得
る
所
な
る
可
し
」と（
第

二
号
「
稟
告
」）。
結
局
の
と
こ
ろ
講
義
開
始
は
延
び
、「
小
説

家
と
な
る
の
準
備
」
は
「
小
説
作
法
」
に
合
併
、「
一
流
の
大
家
」

で
は
な
く
「
一
講
師
」
の
講
述
と
な
っ
た
。
し
か
し
五
・
六
合

併
号
「
稟
告
」
で
は
再
び
「
本
院
講
義
録
中
の
異
彩
」
と
称
し
、

明
確
に
小
説
指
導
を
特
色
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
新
声
社
は

文
芸
出
版
の
手
ご
た
え
を
確
か
な
も
の
と
し
つ
つ
、
自
ら
書

く
／
書
こ
う
と
す
る
人
々
に
市
場
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
文
章
講
義
』
版
「
小
説
作
法
」
の
大
意
を
簡
単
に
記
し
て

お
こ
う
。「
小
説
」
を
「
情
感
に
訴
へ
ん
が
為
め
の
目
的
」「
社

会
的
の
出
来
事
、
亦
は
個
人
の
生
活
運
命
の
実
状
を
基
と
し

て
、
作
者
の
想
像
、
理
想
を
透
し
て
産
し
た
る
」
も
の
と
定

義
し
て
い
る
。
そ
の
定
義
に
基
づ
き
、「
理
想
」
や
「
詩
趣
」

を
重
ん
じ
る
美
的
な
小
説
を
肯
定
し
、
一
方
で
比
較
的
に
は

リ
ア
リ
ズ
ム
を
歓
迎
し
な
い
。
だ
が
そ
う
し
た
傾
向
を
持
ち

な
が
ら
も
、
初
学
者
の
「
習
字
手
本
」
と
し
て
写
実
小
説
を

推
奨
し
て
も
い
る
。
主
義
へ
の
固
執
よ
り
も
上
達
の
プ
ロ
セ

ス
を
重
視
し
て
い
る
指
導
傾
向
が
窺
え
る
。『
文
章
講
義
』
版

「
小
説
作
法
」
は
後
述
の
そ
れ
に
比
べ
や
や
視
野
狭
窄
で
は
あ

る
も
の
の
、
機
能
性
や
平
易
さ
を
期
し
た
点
が
多
く
、
日
本

文
章
学
院
の
理
念
を
反
映
し
て
い
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
講
義
録
は
そ
の
後
『
文
章
講
義
録
』
に

改
題
さ
れ
、
内
容
も
一
新
さ
れ
る
。「
進
歩
せ
る
文
壇
の
状
況

に
省
み
」「
時
代
に
適
応
せ
し
む
」
る
た
め
と
い
う
判
断
⑨
で
、

さ
ら
に
「
講
述
を
平
易
に
」
し
た
も
の
だ
っ
た
。
講
師
陣
も

著
名
な
文
章
家
を
集
め
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
「
小
説

作
法
」
は
「
小
栗
風
葉
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
（
代
筆
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
で
は
著
者
を
「
風
葉
」
と

呼
称
し
て
お
く
）。

　

風
葉
版
は
、「
理
想
」
や
「
詩
趣
」
を
重
ん
じ
た
『
文
章
講

義
』
版
と
異
な
り
、
時
流
に
則
り
自
然
主
義
文
学
的
な
方
法

論
が
説
か
れ
る
。
事
実
の
「
観
察
」
と
「
描
写
」
を
通
し
て
「
人

生
の
真
相
」
を
写
し
出
す
こ
と
が
指
導
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

だ
が
、
漫
然
と
自
然
主
義
的
手
法
を
講
義
し
て
い
る
だ
け
な

の
か
。
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
自
然
主
義
的
手

法
を
選
び
取
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。

.
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三
　

と
こ
ろ
で
、『
文
章
講
義
録
』
の
各
講
義
に
つ
い
て
は
、「
教

育
的
と
い
ふ
三
字
に
省
み
講
述
上
に
大
な
る
苦
心
を
な
し
」

た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
講
義
間
の
「
連
絡
を

保
つ
」
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。

連
絡
を
失
は
ぬ
為
め
、
一
本
の
糸
を
引
け
ば
全
体
が
動

く
と
云
つ
た
や
う
な
具
合
に
、
例
へ
ば
第
一
号
の
『
文

章
作
法
』
で
書
翰
文
の
講
義
が
あ
れ
ば
『
時
代
文
範
』

中
に
同
じ
く
書
翰
文
が
出
る
。
雑
録
欄
内
に
も
書
翰
文

に
関
す
る
色
々
の
資
料
な
ど
が
出
て
く
る
。
⑩

　

風
葉
版
「
小
説
作
法
」
で
は
文
例
と
し
て
頻
繁
に
『
二
十
八

人
集
』
⑪
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ
る
。
一
方
、
講
義
「
創
作
百

話
」
や
、毎
号
の
巻
末
に
あ
る
「
雑
録
」
に
も
『
二
十
八
人
集
』

か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
講
義
録
編
集
の

過
程
で
、
内
容
は
意
図
的
に
操
作
さ
れ
た
。
現
代
的
な
言
葉

で
言
え
ば
教
科
間
連
携
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
な
ら
ば
、

指
導
の
根
幹
的
な
テ
ー
ゼ
も
ま
た
、
統
一
が
図
ら
れ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　

風
葉
版
「
小
説
作
法
」
に
お
い
て
、
作
法
の
基
礎
と
し
て

言
及
さ
れ
る
の
は
「
観
照
」
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

て
お
け
ば
、
そ
れ
は
無
論
、
同
時
代
の
〈
芸
術
と
実
行
〉
の

文
脈
で
島
村
抱
月
ら
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
た
〈
観
照
〉
の

延
長
線
上
に
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
中
央
文
壇
の
論
議

は
ま
さ
に
遠
く
後
背
に
沈
ん
で
い
る
。
そ
も
そ
も
生
徒
た
ち

の
多
く
は
、
年
齢
的
に
も
経
済
的
に
も
、
大
仰
な
〈
実
行
〉

と
は
縁
遠
い
。
平
易
化
、
初
学
者
向
け
小
説
作
法
と
し
て
操

作
さ
れ
た
〈
観
照
〉
は
、
漫
然
と
過
ぎ
て
い
く
日
常
へ
の
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
機
能
す
る
。

　

風
葉
の
述
べ
る
「
観
照
」
は
ど
の
よ
う
な
知
的
作
業
か
。

そ
の
前
提
と
な
る
の
は
、「
日
常
の
生
活
に
於
て
、
さ
ま
〴
〵

の
経
験
を
続
け
て
居
る
が
、
多
く
は
そ
の
時
そ
の
時
に
追
わ

れ
て
居
る
の
で
、
一
つ
の
事
を
一
定
の
時
処
に
留
め
て
、
い

つ
ま
で
も
〳
〵
之
れ
を
味
つ
て
見
て
、
そ
の
中
に
秘
ん
だ
人

生
の
意
義
を
思
う
て
居
る
余
裕
が
な
い
」
と
い
う
実
生
活
の

在
り
方
で
あ
る
。
だ
か
ら
小
説
の
書
き
手
は
、
自
分
が
観
察

に
よ
っ
て
得
た
印
象
を
「
よ
く
心
に
思
ひ
浮
か
べ
」
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
を
「
永
い
間
幾
度
と
な
く
繰
り
返
」
す
と
、

や
が
て
は
「
自
分
が
最
初
に
最
も
深
く
感
じ
た
処
だ
け
」
が

残
る
。
こ
れ
は
自
然
主
義
的
な
「
観
察
」
と
「
描
写
」
の
狭

間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
単
な
る
態
度
や
心
構
え
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と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
る
、
と
言
え

ば
単
純
だ
が
、
僅
か
な
空
き
時
間
や
移
動
時
間
に
可
能
な
具

体
的
創
作
活
動
な
の
で
あ
る
。

　

末
期
の
『
新
文
壇
』
に
「
予
が
文
章
講
義
録
を
読
み
し
お

も
ひ
で
」と
い
う
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る（
第
十
四
巻
第
四
号
、

大
正
五
年
一
月
。
以
下
、『
新
文
壇
』
の
号
数
・
発
行
年
月
は

「
14
・
４
／
Ｔ
５
・
１
」
の
よ
う
に
略
記
）。「
Ｓ
生
」
と
い
う

「
新
進
文
士
の
雄
と
し
て
盛
に
活
動
し
つ
ゝ
あ
る
某
氏
」
の
追

懐
で
あ
る
。
そ
こ
に
語
ら
れ
る
の
は
、
講
義
録
を
ど
の
よ
う

に
享
受
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
学
院

側
の
自
認
が
窺
わ
れ
る
掲
載
で
あ
っ
た
。「
文
が
好
き
で
作
つ

て
見
た
く
て
仕
方
が
な
か
つ
た
」
が
「
田
舎
の
事
で
教
へ
る

人
が
な
か
つ
た
時
」
に
学
院
と
出
会
っ
た
「
Ｓ
生
」
が
「
種
々

な
雑
誌
へ
投
書
」
し
た
賞
金
で
本
や
雑
誌
を
買
い
、
卒
業
後

は
『
新
潮
』
を
読
み
出
し
、
や
が
て
上
京
す
る
サ
ク
セ
ス
ス

ト
ー
リ
ー
、「
東
京
へ
来
て
か
ら
も
文
章
講
義
録
を
読
ん
で
居

る
人
を
沢
山
見
た
」
＝
普
及
の
度
合
い
、「
生
徒
に
対
す
る
親

切
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り
は
な
い
」
＝
指
導
の
温
か
み
に
も

言
及
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
以
上
に
注
目
し
て
お
き
た
い

の
は
、「
小
説
作
法
」
や
「
美
文
作
法
」
を
筆
頭
に
挙
げ
な
が
ら
、

彼
が
「
野
へ
行
く
に
も
田
へ
行
く
に
も
、講
義
録
を
は
な
さ
ず
」

「
道
を
歩
き
歩
き
読
」
み
、
あ
る
い
は
「
山
の
田
を
耕
し
に
牛

を
連
れ
て
行
つ
た
時
」
の
昼
休
み
に
も
読
ん
だ
―
―
と
い
う

記
述
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
彼
は
、
わ
ず
か
な
可
処
分
時
間

の
み
な
ら
ず
、
移
動
時
間
に
も
文
章
・
小
説
の
作
法
を
携
帯

し
て
い
る
。

　

携
帯
性
は
ひ
と
つ
の
商
品
価
値
と
な
り
得
る
。
学
院
側
が

そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
に

新
潮
社
は
明
治
末
期
か
ら
「
袖
珍
」
を
刊
行
物
の
魅
力
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
は
新
潮
文
庫
の
刊
行
に

繋
が
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
講
義
録
そ
の
も
の
は
薄
手
で
は

あ
る
が
A
５
判
程
度
で
、
格
別
に
持
ち
歩
き
や
す
い
わ
け
で

も
な
い
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は
、
形
態
上
の
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

で
は
な
く
、
む
し
ろ
〈
日
常
の
時
空
に
定
着
し
得
る
〉
内
容

こ
そ
強
調
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
日
々
の
間

に
時
間
を

作
り
（
あ
る
い
は
移
動
時
間
を
活
用
し
）
文
学
に
打
ち
込
む

―
―
日
本
文
章
学
院
の
想
定
す
る
受
容
者
た
ち
の
一
典
型
が

こ
こ
に
は
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
講
義
録
と
い
う
媒
体
は
、
経
済
的
・
地
理
的
に

進
学
が
叶
わ
な
い
青
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。
そ
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し
て
『
新
文
壇
』
の
投
書
か
ら
見
て
取
る
に
、
就
業
の
傍
ら

に
学
ぼ
う
と
す
る
若
年
層
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。「
周
囲
と

戦
ひ
、時
間
と
戦
ひ
つ
ゝ
も
熱
心
に
斯
の
道
を
い
そ
し
」む（
丹

一
嗣
、
13
・
６
／
Ｔ
４
・
９
）、
そ
ん
な
者
た
ち
が
日
本
文
章

学
院
を
選
ん
だ
。

　

忙
し
い
。
そ
れ
は
物
理
的
な
作
業
量
の
問
題
の
み
で
は
、

必
ず
し
も
な
い
。
身
体
を
多
動
さ
せ
る
状
況
を
忙
し
い
と
捉

え
る
認
識
が
、
我
々
の
精
神
を
も
忙
し
く
さ
せ
る
。
時
計
の

普
及
⑫
に
よ
り
時
間
意
識
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
も
「
繁
忙
」

の
焦
燥
感
を
煽
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
徳
富
蘇

峰
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
時
間
に
屑
」
の
出
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
「
実
際
に
使
用
す
る
時
間
よ
り
も
」、そ
れ
に
倍
す
る
「
そ

れ
迄
の
時
間
」
が
空
費
さ
れ
て
い
る
⑬
こ
と
や
、
時
間
の
有
効

活
用
（
堀
内
新
泉
『
時
間
活
用
法
』（
明
治
四
十
一
年
五
月
、

東
亜
堂
）
等
）
も
ま
た
、
青
少
年
の
関
心
事
に
挙
が
っ
て
き

た
の
だ
ろ
う
。

　
『
文
章
講
義
録
』
の
講
義
か
ら
垣
間
見
え
る
日
本
文
章
学
院

の
一
つ
の
テ
ー
ゼ
は
、
こ
う
し
た
多
忙
時
代
・
時
間
活
用
意

識
へ
の
対
応
に
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

佐
藤
名
義
で
の
講
義
「
創
作
百
話
」
に
は
も
っ
と
明
確
な

形
で
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
曰
く
、
文
章
上
達
の
必
須
条
件

は
「
多
読
・
多
作
・
多
改
」
で
あ
る
が
「
今
の
学
生
は
他
の

学
科
が
多
過
ぎ
る
」
が
故
に
そ
れ
が
不
十
分
で
あ
る
。
故
に

講
義
録
と
添
削
制
度
を
活
用
し
て
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
主
張
し
て
い
る
。
無
論
、「
繁
忙
な
る
に
お
は
れ
て
」
と
い

う
事
情
は
学
生
に
限
定
さ
れ
な
い
。
既
に
職
を
持
つ
青
年
た

ち
、
就
学
の
叶
わ
な
い
若
者
た
ち
も
同
様
だ
っ
た
は
ず
だ
。

実
現
困
難
な
（
独
学
で
の
）「
多
読
・
多
作
・
多
改
」
言
説
の

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
が
講
義
録
と
添
削
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、

「
一
日
の
労
働
を
終
つ
て
家
に
帰
つ
て
ま
で
、
又
机
に
向
ふ
と

云
ふ
の
は
、
中
々
大
抵
の
こ
と
で
は
」
な
い
⑭
と
い
う
状
況
は
、

そ
れ
こ
そ
現
代
に
至
る
ま
で
、
読
書
・
創
作
の
普
及
を
妨
げ

て
い
る
。

　
「
観
照
」
は
、
小
説
を
書
く
行
為
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
机
に
、
原
稿
用
紙
に
向
か
う
時
間
の
、
そ
れ
以
前
に

行
う
べ
き
作
業
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
勤
や
通
学
の
間
に
、

農
作
業
の
途
中
に
、
蘇
峰
の
言
う
よ
う
な
時
間
の
「
屑
」
の

合
間
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
作
法
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

自
然
主
義
的
理
論
と
〈
小
説
作
法
〉
の
親
和
性
を
示
す
一
例

で
も
あ
る
し
、
実
体
的
な
執
筆
と
切
り
分
け
つ
つ
、
時
間
の
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「
屑
」
の
中
で
行
え
る
作
法
を
明
確
に
提
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
日
本
文
章
学
院
の
テ
ー
ゼ
が
垣
間
見
え
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
プ
ロ
作
家
で
は
な
い
者
、
ア
マ
チ
ュ
ア
や
、

そ
れ
未
満
の
文
学
青
年
た
ち
に
対
し
、
日
常
の
生
活
時
間
を

創
作
に
あ
て
よ
と
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
可
処
分
時
間

に
〈
文
学
〉
の
パ
イ
を
作
り
出
し
、
僅
か
な
ス
キ
マ
時
間
に

も
〈
創
作
〉
を
滑
り
込
ま
せ
る
。
文
学
コ
ン
テ
ン
ツ
の
地
盤

形
成
を
兼
ね
た
新
潮
社
一
流
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
「
観
照
」
を
ど
こ
ま
で
実
践
で
き
た
も
の
か
。

確
か
な
の
は
、
機
関
誌
『
新
文
壇
』
に
投
じ
ら
れ
る
作
品
に
、

自
ら
に
許
さ
れ
た
僅
か
な
「
時
間
」
を
捉
え
、
そ
の
合
間
に

流
れ
込
ん
で
く
る
感
興
を
描
い
た
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と

だ
。

　

例
え
ば
や
は
り
仕
事
の
帰
り
道
を
（
間
立
紫
帆
「
悲
し
き

樵
夫
」、
10
・５
／
Ｔ
３
・
２
）。
眠
れ
ぬ
夜
や
（
寺
島
幽
流
「
午

前
二
時
」、
４
・
４
／
Ｍ
44
・
１
）、
ふ
と
目
覚
め
て
し
ま
っ
た

真
夜
中
を
（
さ
み
ど
り
女
「
雪
の
夜
の
ね
ざ
め
」、
10
・
４
／

Ｔ
３
・
１
）
を
。
仕
事
の
昼
休
み
（
大
山
秀
月
「
若
き
製
図
手

の
群
」、
９
・
２
／
Ｔ
２
・
５
）、
家
事
の
合
間
を
（
山
口
き
み

子
「
午
後
の
一
時
間
」、
11
・
３
／
Ｔ
３
・
６
）。
生
徒
た
ち
は

慈
し
む
よ
う
に
描
き
込
ん
で
い
る
。

註①　

宮
崎
睦
之
「〈
独
習
〉
と
〈
添
削
〉
と
―
―
佐
藤
義
亮

の
講
義
録
―
―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
十
集
、
平
成

十
一
年
五
月
、
日
本
近
代
文
学
会
）

②　
「
講
義
す
る
雑
誌
、
講
義
す
る
書
物
―
―
新
潮
社
・
明
治

四
十
年
代
、
投
書
雑
誌
の
黄
昏
に
て
」（『
立
教
大
学
日
本

文
学
』
第
八
十
二
巻
、平
成
九
年
、立
教
大
学
日
本
文
学
会
）

③　

村
松
梢
風
「
佐
藤
義
亮
伝
」（『
佐
藤
義
亮
伝
』
所
収
、

昭
和
二
十
八
年
八
月
、
新
潮
社
）
一
六
二
頁

④　

高
橋
秀
晴
『
出
版
の
魂
』（
平
成
二
十
二
年
、
牧
野
出
版
）

八
五
頁

⑤　
『
新
潮
社
一
〇
〇
年
図
書
総
目
録
』（
平
成
八
年
、新
潮
社
）

一
一
一
頁

⑥　

横
地
正
国
『
論
文
作
法
解
』（
明
治
三
十
八
年
五
月
、
大

日
本
中
等
学
生
会
）
二
頁

⑦　

同
①
三
八
頁

⑧　

同
②
七
一
頁
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⑨　
『
文
章
講
義
（
臨
時
増
刊
）』
と
題
さ
れ
た
小
冊
子
よ
り
。

表
紙
に
は
「
学
制
一
覧
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
勧

誘
の
た
め
の
広
報
物
と
思
わ
れ
る
。「
明
治
四
十
一
年
九
月
」

発
行
、
手
元
の
も
の
は
「
四
十
三
年
三
月
」
再
版
の
も
の
。

⑩　

同
⑨
一
一
頁

⑪　

明
治
四
十
一
年
四
月
刊
。
病
床
の
国
木
田
独
歩
慰
労
の

た
め
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
潮
社
の
各
社
史
に

同
社
発
展
の
一
大
契
機
と
な
っ
た
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑫　

内
田
星
美
「
明
治
時
代
に
お
け
る
時
計
の
普
及
」（
橋
本

毅
彦
・
栗
山
茂
久
編
『
遅
刻
の
誕
生　

近
代
日
本
に
お
け

る
時
間
意
識
の
形
成
』
所
収
、平
成
十
三
年
八
月
、三
元
社
）

参
照

⑬　

徳
富
猪
一
郎
『
第
十　

日
曜
講
談
』（『
国
民
叢
書
』、
明

治
四
十
四
年
五
月
、
民
友
社
）

⑭　

栗
原
古
城
「
読
書
の
価
値
」（
日
本
文
章
学
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